図枠の作成と図形登録の方法
全体完成図(内枠サイズ：400×280)
[image: image1.jpg]



タイトル部完成図(下図参照、寸法線は要らない。)
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初期設定

図面サイズをA3，グループレイヤをF、レイヤを1、縮尺を1/1に設定。

· グループレイヤFの縮尺を1/1にするのは私流なので気に入らなければ他のグループレイヤを使って、そこの縮尺を1/1にしてもかまいません。
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他に設定(S)→一般(1)で「用紙枠を表示する」にチェックを入れておく。
外枠の作成

線属性の設定(blueの実線にする。)
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矩形コマンドを選択し､寸法を［400,280］とし、枠を作図する。

（クロックメニューの右３時、つまり、中心点A,Bを使えば画面の中心に作図できる）
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タイトル部分の作成

線属性の設定(magentaの実線にする)
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複線コマンドを選択、複線間隔72で横の線、複線間隔96で縦の線を引く。[image: image7.jpg]AT jw
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このときに右クリックで確定すると、左上の角のコーナー処理も同時に出来る。

(よく分からなかったならばコーナー処理コマンドで処理してください)

できたら作業しやすいように、下のように拡大させておく。
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線属性の設定(blackの実線にする)
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複線コマンドを選択して、複線間隔8の横線を引く。連続を利用すると楽。

[image: image10.jpg]



複線間隔を16にして左の縦線を図化。
複線間隔を36にして次の縦線を図化、このときに「端点指定」を使うと長さをコントロールできる。

複線間隔を16にして次の縦線を図化。
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文字コマンドを選択。文字種[4]、基点(中､中)に設定。
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「事業名」、「工事名」、「道路名」、「図　名」、「設計課」、「縮　尺」
、「某　地　方　市　役所」を入れる。

枠の真ん中に文字を入れるには対角線上にクロックメニューで右3時方向を使う。
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ここで縦線のミスに気が付いてしまった。伸縮コマンドで修正する。

※縦線を設計課のところまで縮める。
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再び、文字コマンドに戻り、「平成○○年度○○事業」を入力する。

○○の部分はスペース、配置は任意でバランスよく。
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文字種[3]に設定、「工事箇所」、「図面番号」、「設計月日」、「全　　枚ノ内」を入力する。
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全体表示させると図枠が出来上がっている。

この図枠を図形登録する。
図形登録については「求積表の図形作成と登録」、または「徹底解説リファレンス編」を参照。

